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の最初の単元である「あたたかくなると」の学習の中でヲ気温を調べる学習を

授業開始時の気温の予想をしてから実際に計測する活動を数回繰り返したところ，

についてどのようにとらえているのかが見えてきた。
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今日も温度予想がはずれました。気温は暑か～ったり寒かったりしたときは分かりやすいけれど，あたたかい

しいは感じにくいのが分かりました。ふだんは気にもしないことがこんなにきょうみ深くてびっくりし

（児童A)

は子どもたちが常に感じている現象である。しかし心児童Aのように普段は気にして

いという子どももいれば，天気予報の最高気温をいつも気にしている子どももいる。気温につ

・関心の程度には違いがあるが，子どもたちはこれまでの理科学習を通してヲ自分が

に出会うことを喜びとしてきた。そこでヲ子どもが自分たち

ことや気が付いたことを話し合う中で9 お互いの考えを比べたり関係付けたりしてヲ

人の見方、や考え方を高めていけると考えた。

日聞にわたって天気と気温につい

関係についてーの見方や考

を踏まえ9 次の 2点に留意し

でp 「どんなときにブーJI〆に入りたいのか」を問いかけることでフ

んなと遣に高くなるのか調べたいという意欲をもつことができるようにする。

まる時期になるとヲ天気や気温について白関心が一層高まる。そこで9 「ど

りたい？Jと問いかけ匂経肢をもとにした天気や気温に勺いての多様な見方

いと考えた。当黙，子どもたちの意識はフ。ーパノの水温にも向くと考え気温
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'/JZ 主な学習 日時 具体的な学習園内容

1 どんなときにプールに入 1 ⑤少し寒い日にプーノレに入っている経験を想起し‘どんなときにプールに入りた

りたいのか考えを出し合 いか考えを出し合う。

い，天気や気温について 2 ・一人一人が考えたことや不思議に思ったこと，調、べてみたいことなどを出し

調べる計画を立てよう 合ってヲ天気や気温ヲプーノレの水温について，調べたいことをはっきりさせる

ための計画を立てる。

2 様々な天気の日の気温の Q υ －天気と気温の変化を記録する方法を知り 9 記録をとり始める。

変化を調べてグラフにし， 課外 －数日間，様々な天気の日の気温の変化を記録する。

天気と気温の変化の関係 4・5 。集めた記録を見比ベヲ気視の変化には天気が関係していることを確認し．はっ

を調ベょう きりしないことやもっと調べたいことなど、を見い出す。

6 。晴れた日の最高気温が昼過ぎになるのはなぜなのか予想する。

課5'i、 ー気視の変化と地湿の変化を記録する。

7 ・気温や地温の変化の記録をもとに，日光と気温の変化の関係をは、っきりさせる。

円0 天気とブールの水温の変 8 ・プー；1ノの水温の変化と天気との関係について内記録を見つめて考えられること

化の関係をさぐろう もムごf請f 、し1ヨヘ ワァ 。

LI どんなときに入るブール 日;J －これまでの学習をもとに天気と気温 C 7i<Yfillの変化の差異点や共通点を整理し

がおすすめなのかまとめ ～ ながら，どんなときに入るプールがおすすめなのか，ポスターにまとめる。
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子どもたちは三つのグループ。に分かれヲ ］時間ごとに百葉箱で気温を謂ベヲ天気とともに記録し

ていく活動を3日間行った。その後第3時でヲ記録からわかることやもっと調べたいことを話し合

あいにく 9 くもりの日が続き，記録に大きな差が見られなかったが9 子どもたち

「1b，っと一日中晴れている日の記録が欲しい。」「雨の日はどうなのか。」など司天気と気温の変
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「何時間自にブーノレに入りたいか」とヲ方向付け

して再度問いかけた。ここでは石の図 2にあるように，

るとらえについてヲ子どもたちの間でズレがあることが毘l

のはラ「いつごろ最高気温になるのか」という視点であった。そこでう

よう」という問題に整理しラ気温を調べて折れ線グラフに去していくこと

ールの水温に関する気付きも複数出てきていたがヲまずは気温と

していくことに問題
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出したところり多くの子が次のような内容にまとめ
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（児童 E)

晴れの日は日光がいっぱい当たるから気温がパチパチ上がって，くもりの日は雲のじようたい

が vったり下がったりして，雨、の尽は日光がほとんど当たらないからそのまま。

「天気の違い＝雲の違い」であり m

に関係するという見方や考え方にまでは至っていることがわかる。

前に想定していたように，日光が空気を直接あたためているという

多い様子が見られたのでヲ第7時では図 8のような晴れた日（ 6月四日）

もり・雨の日（ '6月四日）の気温の変化のグラフにヲ地温（地面の温度）

化のグラフを重ねたものを子どもたちに提示した。気温とi也温が一番高く

ているタイミングが同じであるという事実ラ常に気温よりも地温の方が高いと

いう事実をもとに，子どもたちは日光が地面に当たって地面の温度がヒがりヲ

たま wった地面7)i.空気をあたためることで気温が上がっていくという見方を獲得することができた。
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一週間分の記録が集まった（園 3～ 6）ところで，第4日寺に学級全員で記録を見比べる時間を

とった。まずはヲ「いつごろ最高気温になるのか」を調べたところヲ日によって11時～14時とパラ

つきがあることが分かった。この理由について「天気によって違ってくるはず」と考える子どもた

くもりのち強雨（木）6月n日

気温変化図6: 6月 16日

叫.＇） 正午

雨よりくもりの方が気温が高いことにおどろい

た。いつでもそうなのかな？

図5: 6月 12自の天気と気温変化

国E：気温と地温の変化

さいしょは気温と地温のことなんてさっぱり分かんなか、ったけど9 よく考えてみたら地温の方があっくてあ

っくしているう気温の方が低くてあっくされているということが分かりました。 （児童 F)
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ちが多くいたためラ「数日間の記録を見つめて，天気と気温変化についてわかることを出し合おう」

というめあてを設定しう見比べながらわかることを考えていった。子どもたちが納得したのは，

「雨の日は気温が低くラほぼずっと気温が変わらないJという意見であった。一方，「くもりや晴れ

の日は気温が高い時もある」「晴れやくもりの日をもっとよく見てみないといけない」というもっ

と詳しく知りたいことが絞られた時間にもなった。そして9 さっそく学んだことをプールのことと

つなげて考えている子どもも見られた。
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学習で護得した見方や考え方

について考える子どもた

どもたちが天気と気温の変化の関係についてある程度つかんでき

8時では単元の最初から問題としていたプー；J／ノの水温について考

した。最初に国自のようなプールの水温の変化のグラフ

分提示した。この内の一方が前時で取り上げていた 6月18日の記録でありヲも

う一方が6月19日の記録であることを伝え，「AとBは何日のプ、ーノレの水温の

ラフなのかヲ記録を見つめて考えよう」というめあてを設定した。見ると分かるようにヲ

ラフは少しずつ温度が高くなり続けており， Bのグラブはほぼ変化がないc プールの水温がもっと

大きく変化するという認識だった子が多かったからかフ最初はどのようにこの記録をとらえたらよ

いのか戸惑っている様子も見られた。しかし。プールの水温の記録じ前時に出された気温と地温

を見比べる9ゴでヲ自分の考えをもち，意見を出し合い始めた。その授業場面は次

寸言、，，
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れるけどヲ雨がふっているかぎり寒そうです。 （児童C)
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「H青れやくもりの日についてもっとよく見ないといけない」という

もたちの意見をもとにヲ第51時では「くもりの日の気温の変わり方を説明

できるように記録を見つめて考えようJというめあてを設定した。くもり

の日でも気温の変化の仕方に違いがあることに気が付いた子どもたちはヲ
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渦j主の変化には日光がかかわっているという見方や，！ι童 I0） 「日うどは空究ではなくて；地面をあた

めでいたように」という気温が変化する仕組みをもと tこした考え方なと，これまでの学習で獲樗

Lた見守や考え方を根拠にしftがら考えを出し台う空ちが見られた。また、児童Jの「惜れの日は，

くもちゃ雨の日は」という天気とノ気温の変化の関係性が水温についても当てはまるのではないかと

し、与見方にまで，到達していた。プーノt,のオJ混の変化の仕組みに関しては，誤認識を修正できる主

うに補足をしながら考えること きるような時間を設定したことで9 ヲミ気と気温¢変化の関係に

ついてよりはっきりと認静iするととができた¢ではないかと考えている。

I~；フ。－1v0)~~~仲て考えたんだ戸エ戸；~－tり交わっ日く二品；ぷは正
：メレだなと居、いました。だけどヲグラブをよく見ていったら陪れの日はホ温が上がって，くもりや雨の flは7k i 

I 温があがらないというところ比気温や地温とにていると三ろだと思いました。だからやっぱり天気がいい臼！ι士乙しはか川こ入りたいです。 （児室K2_j

!5 おわり』こ

今回の単元では，子どもの問いがνつながっていくよう，その時間にオつかったことを整型li－る止と

もに，まだはっきりしていないごとやもっとはっきむさせたいことを明権にして句次のめあてへと

つなげていくことに官意して実践を行った。子どもたちが主体的に気洞と天気の変化を調ベヲ白

たちが蓄費してきたデータをもとにして追求Lたことで7 天気と気？阜の変化じ関する表面的な理解

ではなく，雲の量や厚さによる日光の:'Mたり具合め変化で気温が変化すそとHうと乙ろまで子ども

たちがいさつくこ二止ができ売のは，大きた成果Eいえ忍。

しかしラ子どもたちの追求意欲を高めることラ高まった追求意欲を継続させとことの難しきも感

じた。単元の導入時にヲ子どもたちの気ばいたことや不忌議に思ったこと 3 調vべてみたいことを出

うで学級全体でうくフた天気と気温め変化にI鳴する問題とヲブ。」Yレの不温に関する問題の二つ

ι対して，ぞ心時点では追求意欲をもってむ、たのは間違いない。しかし 天賓と気温の変化の関係、

についての問題を追求した後で，プールの7:1＜温につU、ての問題字？追求する場を設〉乏したと士司ろヲみ

どもたちにとってす？に切実感のゑる問匙ではなくなっていた。つまり。子どもた、ら貯中にある

プ←ノレの水温に対する問題意識（追求意欲〉についてラ天気と気品の空イヒの同係に bついて追求して

いる聞にト分に醸成することができていちでカ斗ったとけ九ことである。原因企しては，次σ）2点

えEれる。

（工）車先導入時に行った潤題づくりの際，平どもた志の中にある追求：霊欲在高める；二とが二τ→－；〉？？亡、門店。
⑧単売が長い期！習にわt：：： ったことに対じて，追求意欲さを持続させるための支えが不十計た－－：： t：：。

①にについてはラ設定された問題に対してヱどもたちが追求の意欲だけではなくイッ追fの見3Krしを

も勺ととがfきるととろ京であ右手孟度明宮戸なま〉めに；－c；おくよ二とが考えられる。せこまでできてし

「このことについC知ちたいJ -c_:，はーヱノ ι 「このことについて 二ζな気動や説主主をレヤヲ

はりぺさりさせたし，－＼， J とし、ち追)V.意欲ト：ま寸i要：めるととが-rきξ、<Tでは7汗いか土考えられる。
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え詰主？汽切？になると主弓A える。子ども／J＇；，，ふりかえりで害 ρたこ ι二について 1 次のf号業をf奇4 た可；弐＆C言干｛

返1＿.，たり 学if＆＇だより；乙子どもの乏.~） か去 t〆｝をt空載 L /i'：り Lながち‘ t子業引ゲ1の主号面でも託F；め '7，は

kιきか村いを行 てl;＼きた〔1＼。まプと鳥ふ下）カえり「中心7干工13月な点に句コL＼でq i宣？主話をLで：J百v1下

ると宰のはたらきがけをして求く；：：ヲ次のtF：業~てす；す与；三求書：言しを： r~， 1，.，る助けにな？） nitをf主もあヤ。

られた成黒L謀題にヲi;¥'1，理科必投棄を中〆ρ？こーし「日々 三If揮を深？とでし、さたい。

（文責 j調里子 、卒也）
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